


以上に示した充足度のうち、レベルが高かった部分はあなたの強みとして、低かった部分は今後の改善点として把握してください。

次のページでは、あなたの業務に応じたヒューマンスキル充足度を明らかにしていきます。

職業人意識A

情報活用スキルC対人関係スキルB

「技術の進歩や変化のスピードが速いIT業界の中で、多くの企業は採用時に、

「責任感を持って、周囲と協力しながら効率よく仕事を進めることができる人

材」を求めています。

ここでは、IT人材に求められる基本資質を、「職業人意識・対人関係スキル・

情報活用スキル」の３つに分類し、あなたの、「IT人材としての充足度」を示

しています。

現在のあなたが、企業の求めるIT人材に対してどの程度充足しているかを把握

することができます。
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［1］業務スキル充足度
～5つの業務スキルレベルを見てみましょう～

［2］業務スキル判定
～実力を発揮できる業務スキル・苦手な業務スキル～

5つの業務スキルは、職種や職位に関係なく共通します。将来、あなたがスキルアップやキャリアアップしていくためにも、上のグラフを見ながら「現在自分はどのレベル

にいるのか」「課題となる点はどこか」を確認してみましょう。

応用的な業務スキル基盤となる業務スキル

「指導・育成者レベル」
他の人に業務の要
領を教えたりアド
バイスができる

「ステップアップレベル」

ステップアップを
目指し継続して努
力する必要あり

「意識改善レベル」

仕事に対する根本
的な意識を改善す
る必要あり

「指導・育成者レベル」
他の人に業務の要
領を教えたりアド
バイスができる

「ステップアップレベル」

ステップアップを
目指し継続して努
力する必要あり

「意識改善レベル」

仕事に対する根本
的な意識を改善す
る必要あり

日々の業務にうまく対応するには、業務に応じたヒューマンスキル（業務スキル

）が不可欠です。

ここでは、基盤となる３つの業務スキルと、応用的な２つの業務スキルを設定し

、業務に応じたあなたのヒューマンスキル充足度を表示しています。

現在のあなたが実力を発揮できる業務スキル・苦手としている業務スキルとは何

かを把握していきましょう。
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ギャップ判定の見方

仕事で高い成果をあげるには、ヒューマンスキルに加えて、業務上の「行動」

も重要です。

ここでは、あなたのヒューマンスキルと業務行動の実施度を、グラフで示して

います。

現在のあなたの、ヒューマンスキルと実際の行動との「ギャップ」と「バラン

ス」を、確認してみましょう。

ギャップを認識してわかること

偶然ではなく、常にどんな仕事でも成果をあげることのできる

「成果の再現性」を持った人材になるには、

　①「やるべきこと」をきちんと知っている…ヒューマンスキル

　②「やるべきこと」をきちんと実行している…業務上の行動

の両方を兼ね備えていることが必要です。　
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ヒューマンスキル

行動

周囲と連携・協力するために必要な、ヒューマンスキルと
行動がバランスよく備わっています。あなたの強みは周囲
と協力して仕事を進めることができるということです。今
後もレベルアップを目指してください。

ヒューマンスキル＝行動（高）

自分から積極的にコミュニケーションを図るこ
とは少ないようですが、そのために必要なヒュ
ーマンスキルは備わっています。自信を持って、
多くの人と様々なコミュニケーションを図るこ
とで、今後あなたの強みとなっていく可能性が
あります。

ヒューマンスキル＞行動

提案やチャレンジを行うヒューマンスキルは備わっていま
すが、自ら進んで提案・チャレンジする行動とはギャップ
があります。「こうしたらいいのでは」と思うことは積極
的に発言したり行動したりするよう心がけてください。

ヒューマンスキル＞行動

問題点を明確にし、効果的な交渉を行うためのヒ
ューマンスキルは備わっていますが、行動とギャ
ップがあるようです。まずはチーム内のメンバー
と意見交換することからはじめ、実力を発揮でき
る場を持つようにしてください。

ヒューマンスキル＞行動

現在のあなたは、実際にマネジメントに取り組む機会は少
ないようですが、必要とされるヒューマンスキルは備わっ
ています。まずは、自分自身の仕事について、時間や品質、
具体的な作業内容をしっかりと把握することから始めてみ
てください。

ヒューマンスキル＞行動



○
チーム内で貢献できること

メンバーとの連携で貢献できること

リーダータイプ
決定力があり、メンバーに指
示を与えることができる

◎長所

　●意見や主張が明確

　●目標達成への意識が強い

！注意点

　●一人で決めてしまう

　●周囲にプレッシャーを与えてしまう

ネゴシエーター
タイプ
メンバーの意見を公平に扱い
、取りまとめることができる

◎長所

　●社交性があり、人に好かれる

　●客観的な思考と判断ができる

！注意点

　●八方美人になる傾向にある

　●新しいものが好きだが飽きっぽい

プレーヤータイプ
得意分野や専門性を発揮し、
スペシャリストとして貢献で
きる

◎長所

　●理論的な思考に基づく説明ができる

　●粘り強く、集中力がある

！注意点

　●シャイで、チームになじみにくい

　●慎重派で決断が遅い

サポータータイプ
チームとメンバーのことを第
一に考え、協力を惜しまない

◎長所

　●気配り上手で、面倒見がよい

　●考え方が現実的である

！注意点

　●主体性がなく、流されやすい

　●指示待ちになる傾向がある

IT人材の業務は複数のメンバーと共に「チーム」として取り組んでいくものが

ほとんどです。

技術者として、自分の業務だけ行えばいいというものではなく、チーム全体の

業務を考え､その中で自分の役割を果たしていく必要があります。

1-1～1-3では、あなたの基本資質や業務に応じた充足度を測定しました。

ここでは、チーム内での主な役割を４つのタイプに分類し、各タイプの特徴か

ら、「あなたに最もふさわしい役割タイプ」を示しました。

あなたがチームにできる貢献とは何かを考える手がかりとしてください。
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あなたは、専門性を発揮して、粘り強く取り組む「プレーヤータイプ」です。

「プレーヤータイプ」が貢献できること

プレーヤータイプの人は、プロジェクトの質向上のために、得意分野や専門性を発揮する役割を果たすことで、チームに貢献できる
人です。慎重で粘り強く、確実に仕事を進めることができますが、自分の考えにこだわりすぎてしまう一面もあります。チームだけ
でなく自分自身の質を高めていくよう心がけてください。

仕事に対するこだわりが強く、粘り強く取り組むので、他のメンバーの仕事意識を高める存在となれそうです。柔軟性に欠ける傾向
はありますが、積極的に周囲の意見を取り込むことで、幅広い考え方ができるようになるでしょう。



ITSSスキル・フレームワークによる
職種共通ヒューマンスキルレベル

ここでは、ＩＴ職種に共通するあなたのヒューマンスキルレベルについて診断し

ます。

ＩＴＳＳでは「コミュニケーション力」・「ネゴシエーション力」・「リーダー

シップ力」を、プロジェクトを遂行していくために必要的な「職種共通スキル」

と設定しています。

業務上の人間関係、指導、評価、意思疎通などをうまく進めていくために、あな

たの「個人間」「チーム間」「組織間」でのヒューマンスキルレベルを診断しま

す。
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ITSSによる11職種分類



ITSSスキル・フレームワークによる
職種共通行動スキルレベル

次に、ＩＴ職種に共通するあなたの行動スキルレベルについて診断します。

ここでいう行動スキルとは、職種に共通したヒューマンスキルに対して、実際に

行動として実施しているかをチェックします。

業務上の人間関係、指導、評価、意思疎通などをうまく進めていくために、あな

たの「個人間」「チーム間」「組織間」での行動スキルレベルを診断します。
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ITSSでは対応しない
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あなたの行動スキル
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ITSSスキル・フレームワークによる
あなたのIT適性度

ここでは、ＩＴ職種に共通するヒューマンスキルと行動スキルにより、あなたの

IT適性度を診断します。

7

ITSSでは対応しない
レベル

あなたの行動スキル
レベル

あなたのヒューマン
スキルレベル
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●独創的なイメージや発想を重視
●全体的・長期的に仕事をとらえる

●変化や感情の察知力
●迅速な対応力

●法則や本質の洞察力
●整理・構築力

●確実な方法論・ルールを重視
●具体的・計画的に仕事をとらえる

エントリーレベル

ミドルレベル

ハイレベル

｢運営」ミドルレベル
発展の可能性大

｢開発」ハイレベル
実力を十分に発揮

［　特徴　］

［　あなたの強みと今後のキャリア展開の可能性　］

「IT職務フィールド｣は４つの職務タイプで構成されています。

現在のあなたが、各職務タイプでどの程度のレベルにあるか｢エントリレベル｣～

｢ミドルレベル｣～｢ハイレベル｣で色分けして示しました。

あなたに適した働き方を知る手がかりとしてお使いください。

また、１つ１つの職務タイプにつき、その職務能力が特に必要とされる代表的な

IT職種をあげています。

今後のキャリア展開を考えるための参考資料としてお使いください。
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ITSSでの開発局面では、「戦略策定」「企画化」「開発」「運営」
という4つの職務区分がなされています

あなたは、”バランス適応型人材”です

このタイプの特徴は、IT開発局面において、「顧客指向性・計画立案・計画の実現・変化への対応」に応じたス
キルが非常に高く、各職務の長所をバランス良く持ち合わせています。

あなたは、明確なビジョンを持ち、具体的な計画として実現させ、状況の変化に応じて柔軟に改良する、と多方
面で実力を発揮できるタイプです。状況の変化を読み取る力、発想力、表現力、着実な実現力を持ちあわせてお
り、活躍が期待できます。今後、多方面で実力を十分に発揮していくために、中でもあなた自身が特に強化した
いと思う部分はどの職務タイプでしたか？現状維持せず、将来の自分をイメージしたり、各方面での強みをバラ
ンス良く活用していくことを課題としましょう。


